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周防大島町告示第92号 

 令和８年第２回周防大島町議会定例会を次のとおり招集する 

    令和８年６月３日 

                              周防大島町長 藤本 淨孝 

１ 期 日  令和８年６月10日 

２ 場 所  大島庁舎議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

占部 智子君          淺原 賢潤君 

山根 耕治君          栄本 忠嗣君 

岡﨑 裕一君          山中 正樹君 

白鳥 法子君          田中 豊文君 

新田 健介君          吉村  忍君 

久保 雅己君          小田 貞利君 

尾元  武君          荒川 政義君 

───────────────────────────── 

○６月24日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○６月26日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

令和８年 第２回（定例）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             令和８年６月10日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                         令和８年６月10日 午前９時30分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告並びに提案理由の説明 

 日程第５ 報告第１号 令和７年度周防大島町一般会計繰越明許費繰越額の報告について 

 日程第６ 報告第２号 令和７年度周防大島町一般会計事故繰越し繰越額の報告について 

 日程第７ 報告第３号 令和７年度周防大島町渡船事業特別会計繰越明許費繰越額の報告につ

いて 

 日程第８ 報告第４号 令和７年度周防大島町下水道事業特別会計予算の繰越報告について 

 日程第９ 同意第１号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第10 同意第２号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第11 同意第３号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第12 同意第４号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第13 同意第５号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第14 同意第６号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第15 同意第７号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第16 同意第８号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第17 同意第９号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第18 同意第10号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第19 同意第11号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第20 同意第12号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第21 同意第13号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第22 議案第１号 令和８年度周防大島町一般会計補正予算（第１号） 

 日程第23 議案第２号 専決処分の承認を求めることについて（周防大島町税条例の一部改

正）（質疑・討論・採決） 

 日程第24 議案第３号 専決処分の承認を求めることについて（アメリカ合衆国軍隊の構成員
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等の所有する軽自動車等に対する軽自動車税の種別割の賦課徴収の特

例に関する条例の一部改正）（質疑・討論・採決） 

 日程第25 議案第４号 専決処分の承認を求めることについて（周防大島町国民健康保険税条

例の一部改正）（質疑・討論・採決） 

 日程第26 議案第５号 周防大島町公告式条例等の一部改正について 

 日程第27 議案第６号 周防大島町職員の定年等に関する条例の一部改正について 

 日程第28 議案第７号 周防大島町税条例の一部改正について 

 日程第29 議案第８号 動産の買入れについて（令和８年度 周防大島町立小中学校情報機器

端末購入（児童生徒用）） 

 日程第30 議案第９号 周防大島町 防災行政無線（同報系）第３期再整備工事の請負契約の

締結について 

 日程第31 議案第10号 令和８年度 周防大島町総合体育館改修工事（設備工事）の請負契約

の締結について 

 日程第32 議案第11号 周防大島町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告並びに提案理由の説明 

 日程第５ 報告第１号 令和７年度周防大島町一般会計繰越明許費繰越額の報告について 

 日程第６ 報告第２号 令和７年度周防大島町一般会計事故繰越し繰越額の報告について 

 日程第７ 報告第３号 令和７年度周防大島町渡船事業特別会計繰越明許費繰越額の報告につ

いて 

 日程第８ 報告第４号 令和７年度周防大島町下水道事業特別会計予算の繰越報告について 

 日程第９ 同意第１号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第10 同意第２号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第11 同意第３号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第12 同意第４号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第13 同意第５号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第14 同意第６号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第15 同意第７号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 
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 日程第16 同意第８号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第17 同意第９号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第18 同意第10号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第19 同意第11号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第20 同意第12号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第21 同意第13号 周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第22 議案第１号 令和８年度周防大島町一般会計補正予算（第１号） 

 日程第23 議案第２号 専決処分の承認を求めることについて（周防大島町税条例の一部改

正）（質疑・討論・採決） 

 日程第24 議案第３号 専決処分の承認を求めることについて（アメリカ合衆国軍隊の構成員

等の所有する軽自動車等に対する軽自動車税の種別割の賦課徴収の特

例に関する条例の一部改正）（質疑・討論・採決） 

 日程第25 議案第４号 専決処分の承認を求めることについて（周防大島町国民健康保険税条

例の一部改正）（質疑・討論・採決） 

 日程第26 議案第５号 周防大島町公告式条例等の一部改正について 

 日程第27 議案第６号 周防大島町職員の定年等に関する条例の一部改正について 

 日程第28 議案第７号 周防大島町税条例の一部改正について 

 日程第29 議案第８号 動産の買入れについて（令和８年度 周防大島町立小中学校情報機器

端末購入（児童生徒用）） 

 日程第30 議案第９号 周防大島町 防災行政無線（同報系）第３期再整備工事の請負契約の

締結について 

 日程第31 議案第10号 令和８年度 周防大島町総合体育館改修工事（設備工事）の請負契約

の締結について 

 日程第32 議案第11号 周防大島町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 占部 智子君       ２番 淺原 賢潤君 

３番 山根 耕治君       ４番 栄本 忠嗣君 

６番 山中 正樹君       ７番 白鳥 法子君 

８番 田中 豊文君       ９番 新田 健介君 

10番 吉村  忍君       12番 小田 貞利君 

13番 尾元  武君       14番 荒川 政義君 
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────────────────────────────── 

欠席議員（２名） 

５番 岡﨑 裕一君       11番 久保 雅己君 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 岡原 伸二君     議事課長 林  祐子君 

書  記 中野  敬君                 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 藤本 淨孝君   副町長 ………………… 山中 茂雄君 

教育長 ………………… 星野 朋啓君   病院事業管理者 ……… 石原 得博君 

総務部長 ……………… 梅木 義弘君   産業建設環境部長 …… 大久保弘史君 

健康福祉部長 ………… 宮崎由紀子君   下水道部長 …………… 濱中 靖夫君 

統括総合支所長 ……… 辻田 建一君   会計管理者 …………… 信本 健治君 

教育次長 ……………… 中原 藤雄君   病院事業局総務部長 … 木村 稔典君 

総務課長 ……………… 松井  豪君   財務課長 ……………… 森本 信二君 

政策企画課長 ………… 堀脇 国輝君   税務課長 ……………… 山根 一夫君 

社会教育課長 ………… 小泉 周三君                      

────────────────────────────── 

午前９時30分開会 

○議長（荒川 政義君）  改めまして、おはようございます。 

 ただいまから令和８年第２回周防大島町議会定例会を開会いたします。 

 岡﨑議員、久保議員から欠席の通告を受けております。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあるとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（荒川 政義君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、９番、新田健介議員、１０番、

吉村忍議員を指名いたします。 
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────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（荒川 政義君）  日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。今期定例会の会期は、去る６月３日開催の議会運営委員会において協議の結果、

お手元に配付してある会期日程のとおり、本日から６月２６日までの１７日間としたいと思いま

す。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、お手元に配付して

ある会期日程のとおり、本日から６月２６日までの１７日間とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（荒川 政義君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 それでは、本年３月定例会以降の諸般について御報告をいたします。 

 まず、本日までに議会に提出されております文書について、地方自治法の規定に基づき、監査

委員より例月現金出納検査（３月・４月・５月実施分）と定期監査（３月実施分）の結果の報告

がありましたので、お手元にその写しを配付いたしております。 

 なお、陳情・要望につきましては、受理したものはございませんでした。 

 続きまして、系統議長会関係について御報告をいたします。 

 はじめに、柳井地区広域市町の関係では、令和８年３月２７日の柳井地区広域消防組合議会第

１回臨時会並びに令和８年４月３０日の第２回臨時会へ、岡﨑議員と久保議員が出席をいたして

おります。 

 去る令和８年５月８日、令和８年度柳井地区広域市町議会議長会定期総会が開催され、令和

７年度の事業報告及び決算並びに令和８年度の予算（案）を審議し、全ての議案は全会一致で可

決されました。 

 なお、令和８年７月６日には、柳井地区広域市町議会議員研修会が開催される予定です。既に

事務局から案内があったと思います。全議員の御参加をよろしくお願いいたします。 

 また、山口県町議会議長会の関係におきましても、令和８年８月２０日に議会広報研修会が予

定されておりますので、関係する議員の御参加をお願いいたします。 

 次に、全国の関係について御報告をいたします。 

 全国離島振興市町村議会議長会会長の私は、令和８年５月２５日に国土交通省及び関係国会議

員を訪問し、離島振興に関する要請活動を行ってまいりました。 

 令和８年５月２６日には、全国の町村議会から、議長・副議長など約２,０００人が東京国際
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フォーラムに集まり、町村議会議長・副議長研修会が開催されました。これには、尾元副議長と

ともにわたくしが参加をいたしました。 

 研修会では、一般財団法人地域活性化センターの林﨑理理事長による「地方創生の先行き～地

域未来戦略とともに～」と題したお話を。続いて、東海大学教養学部人間環境学科の万城目正雄

教授による「人口減少社会における外国人材の確保・育成の実践」についてのお話を。続いて、

京都女子大学の竹安栄子学長による「男女共同参画で地域を元気に～人口減少社会を生き抜く方

策～」と題したお話を拝聴いたしました。 

 最後に、宮城県蔵王町議会より、同町で初めて誕生した女性議員３名が登壇し、女性議員がい

ない現状を改めるため開催した女性模擬議会の取り組みについてが紹介されました。 

 また、令和８年６月１日には、長崎県新上五島町において、全国離島振興協議会通常総会が開

催され、わたくし荒川が全国離島振興市町村議会議長会会長として出席し、祝辞を述べさせてい

ただきました。 

 最後に、町人会の関係ですが、現在のところ、東京周防大島会が令和９年２月２７日開催予定

と聞いております。今後の活動について新たな情報が入りましたら、議員の皆様へお知らせをす

ることといたします。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告並びに提案理由の説明 

○議長（荒川 政義君）  日程第４、行政報告並びに提案理由の説明に入ります。 

 町長から行政報告並びに提案理由の説明を求めます。藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  皆様、おはようございます。本日は、令和８年第２回周防大島町議会定

例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては、御多忙の折にもかかわりませず御

参集を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 それでは、議案概要の説明に先立ち、３件の行政報告を申し上げます。 

 １件目は、米軍岩国基地関連について２点御報告いたします。 

 １点目は、岩国基地周辺における令和７年度の航空機騒音の状況等について御報告いたします。 

 山口県基地関係県市町連絡協議会において、令和７年度の航空機騒音の状況が検証・整理され、

令和８年５月２２日に公表されましたので、その概要について御報告します。 

 はじめに、月別のＷ値の推移を申し上げますと、令和７年４月から令和７年６月は、例年と同

様の空母艦載機離着陸訓練、こちらＦＣＬＰでありますが、ＦＣＬＰ前後の基地周辺での集中的

な訓練や九州沖の洋上の空母で実施された空母着艦資格取得訓練（ＣＱ）に伴う夜間離着陸など

の影響により、Ｗ値が高くなりました。 
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 令和７年８月下旬に空母艦載機が一時帰還した当初は、例年と比べＷ値は低かったものの、令

和７年９月には岩国基地におけるＦＣＬＰの実施により、半数近くの測定地点、こちらは３４地

点中の１６地点であります。こちらが年度の最高値のＷ値となったことに加え、令和７年１０月

にはＣＱが実施されたことから、令和７年１０月のＷ値も高くなりました。その後、空母艦載機

が帰還した令和７年１２月以降は、帰還前と比べると騒音は増大しましたが、例年と比べると、

概ね下回る水準で推移しました。 

 次に、過去の年間測定値等との比較で申し上げますと、前年度、令和６年度と比べますと、

２８地点中２３地点でＷ値が増加し、令和７年度が最大値となったのは７地点でありました。 

 移駐開始前の５年平均との比較では、２１地点中１８地点でＷ値が増加し、基地近辺の北西側、

西側等で増加しているとの検証結果でございます。 

 次に、空母艦載機移駐後の状況を踏まえた騒音対策につきましては、この検証結果を踏まえ、

国に対し、県による政府要望や県市町連絡協議会要望等を行い、引き続き移駐後の状況把握に努

めるとともに、国や米側において、要望した取り組みが進められるよう、県、関係市町と連携し

働きかけてまいりたいと考えております。 

 ２点目は、令和元年７月から山口県が実施しております住宅環境改善支援事業の令和７度分の

申請等の状況について御報告をいたします。 

 令和７年度の本町からの申請件数は４６３件、こちらは前年比プラス２０件となっております。

補助実績額は３,４４３万円と多くの町民の皆様に利用されております。 

 なお、岩国市と和木町を合わせた県全体の申請件数は８２５件、補助実績額は、６,０７４万

６,０００円となっており、全体の約６割が本町からの申請という状況でございます。 

 本年度、令和８年度においても継続実施されており、戸別配布によるチラシで周知を図ったと

ころであり、各総合支所において、令和９年１月２９日まで随時申請を受け付けているところで

ございます。 

 以上のとおり、米軍岩国基地に関する状況等について２点御報告申し上げましたが、今後も継

続して議会へ報告するとともに、県及び関係市町と連携して、町民の安心・安全の確保に努めて

まいります。 

 ２件目は、第２回日本・ハワイ姉妹州姉妹都市サミット参加について御報告いたします。 

 令和８年５月２０日から５月２５日にかけて、ハワイ州ホノルルで開催されました第２回日

本・ハワイ姉妹州・姉妹都市サミット及びホノルル山口県人会へ、わたくしと政策企画課職員

２名の計３名が、そして、村岡山口県知事、柳居山口県議会議長、繁吉山口県教育長とともに参

加いたしましたので、御報告をいたします。 

 初日は、村岡山口県知事、繁吉山口県教育長とともに在ホノルル日本国総領事館の長徳総領事
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を表敬訪問いたしました。 

 わたくしからは、本町とカウアイ島との交流や移民の歴史について御説明し、今後の交流等に

おける支援についてお願いをいたしました。 

 また、夜には、在ホノルル日本国総領事主催の歓迎レセプションが総領事館にて行われ、ハワ

イ州政府関係者やハワイ各郡の郡長及び関係者、日本から姉妹都市サミットに参加する道県市町

の首長等、約３００人の方とともに参加をさせていただきました。 

 ハワイ州のジョシュ・グリーン知事によるサミットの開会宣言がなされ、国際交流の歴史とそ

の大切さについて改めて実感いたしました。 

 このサミットは、ハワイ日米協会の主催で、ハワイ州政府や日本国総領事館、ハワイ州各郡の

支援のもと、令和８年５月２１日、令和８年５月２２日の２日間の日程で開催されました。 

 サミット初日の令和８年５月２１日は、姉妹都市の首長同士の会談のほかに、岡山県とハワイ

州の姉妹都市調印式や健康・文化・経済・防災・防衛・スポーツを議題としたパネルディスカッ

ションや、各参加団体を紹介するブース展示が行われました。 

 また、カウアイ郡のカワカミ郡長と村岡山口県知事、柳居山口県議会議長との４者会談を行い、

昨年の来町に対するお礼と今後の交流の確認を行いました。 

 サミット２日目となる令和８年５月２２日は、ハワイ大学にて経済政策フォーラムが開催され、

日本とハワイの自治体、企業によるディスカッションが行われ、長徳総領事やグリーン知事も参

加され、経済連携の強化に向けた状況の確認や戦略について議論されました。 

 滞在４日目となる令和８年５月２３日には、ホノルル山口県人会の夕食会に山口県と山口市と

ともに招待をされまして、周防大島町に所縁のある方など約４０名の方と交流を行いました。 

 これからも移民の歴史、交流の歴史を大切にし、カウアイ島をはじめとしたハワイとの新たな

交流につきまして模索していくとともに、国内の姉妹都市とも連携を行い、山口県大島郡国際文

化協会を中心に、途絶えることのない交流を推進してまいりたいと考えておりますので、議員各

位におかれましては、引き続き御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 ３件目は、令和７年度周防大島町各会計決算見込みについて御報告いたします。 

 令和７年度の一般会計及び企業会計の病院事業特別会計、下水道事業特別会計を除く各特別会

計の出納を閉鎖いたしました。 

 一般会計では、翌年度へ繰り越すべき財源を控除した実質収支は、５億９,２００万円の黒字

見込みでございます。なお、この決算見込みには、財政調整基金からの繰入金８億円が含まれて

おります。 

 また、特別会計につきましても、黒字もしくは収支均衡の決算見込みとなっております。 

 いずれの会計も順調に執行することができましたが、これは、町民の皆様、議員各位の御理解
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と御協力の賜物であり、深く感謝申し上げる次第でございます。 

 現在は、決算書の調整作業を進めており、病院事業特別会計等の企業会計も含め、地方自治法

第２３３条並びに地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条に基づく監査委員の審査を経

て、令和８年第３回定例会におきまして決算の認定をお諮りするとともに、実質公債費比率をは

じめとする財政健全化判断比率を御報告させていただく予定としております。 

 以上、行政報告を３件させていただきました。 

 それでは、提出議案の概要につきまして、御説明を申し上げます。 

 本定例会に提案をしております案件は、報告案件４件、任命同意に関するもの１３件、補正予

算に関するもの１件、専決処分の承認を求めるもの３件、条例の一部改正に関するもの３件、動

産の買入れ１件、工事請負契約の締結に関するもの２件、周防大島町の特定の事務を取り扱う郵

便局の指定について１件の、あわせて２８件であります。 

 報告第１号は、令和７年度周防大島町一般会計繰越明許費繰越額の報告について、繰越明許費

繰越計算書の調製をいたしましたので、これを報告するものであります。 

 報告第２号は、令和７年度周防大島町一般会計事故繰越し繰越額の報告について、事故繰越し

繰越計算書の調製をいたしましたので、これを報告するものであります。 

 報告第３号は、令和７年度周防大島町渡船事業特別会計繰越明許費繰越額の報告について、繰

越明許費繰越計算書の調製をいたしましたので、これを報告するものであります。 

 報告第４号は、令和７年度周防大島町下水道事業特別会計予算の繰越報告について、地方公営

企業法第２６条第３項の規定により、議会に御報告するものであります。 

 同意第１号から第１３号までは、周防大島町農業委員会の委員の任命につきまして、議会の同

意を求めるものでございます。 

 議案第１号は、令和８年度周防大島町一般会計補正予算（第１号）であります。既定の予算に

１,３４１万８,０００円を追加し、予算の総額を１７１億６,３４１万８,０００円とするもので

ございます。 

 議案第２号、議案第３号及び議案第４号は、専決処分の承認を求めることについてで、地方税

法等の一部を改正する法律等が、令和８年４月１日を施行日として令和８年３月３１日に公布さ

れたことに伴い、関係するそれぞれの条例について、３月３１日付専決処分により一部改正いた

しましたのでこれを報告し、議会の承認をお願いするものです。 

 議案第２号は、周防大島町税条例の一部改正、議案第３号は、アメリカ合衆国軍隊の構成員等

の所有する軽自動車等に対する軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例に関する条例の一部改正、

議案第４号は、周防大島町国民健康保険税条例の一部改正であります。 

 議案第５号周防大島町公告式条例等の一部改正については、沖浦出張所及び白木出張所で行う
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業務を、それぞれ沖浦郵便局と白木郵便局に委託することに伴い、各出張所を廃止することとな

るため、関連する条例について一括して所要の改正を行うものであります。 

 議案第６号周防大島町職員の定年等に関する条例の一部改正については、周防大島町立介護老

人保健施設さざなみ苑が令和８年３月３１日をもって廃止されたことに伴い、本条例中にある当

該施設にかかる標記を削除しようとするものであります。 

 議案第７号周防大島町税条例の一部改正については、地方税法等の一部を改正する法律等が令

和８年３月３１日に公布されたことに伴い、所要の改正を行うものであります。 

 議案第８号動産の買入れについて（令和８年度 周防大島町立小中学校情報機器端末購入（児

童生徒用））こちらはＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋを買い入れることにつきまして、議会の議決をお願

いするものであります。 

 議案第９号及び議案第１０号は、工事請負契約の締結についてであります。 

 議案第９号は、周防大島町 防災行政無線（同報系）第３期再整備工事の請負契約の締結につ

いて、大阪府大阪市淀川区のパナソニックコネクト株式会社現場ソリューションカンパニー西日

本社と、議案第１０号は、令和８年度 周防大島町総合体育館改修工事（設備工事）の請負契約

の締結について、大字和田の有限会社フジナカデンキと、それぞれ工事請負契約を締結すること

について、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第１１号周防大島町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定については、地方公共団体の特

定の事務の郵便局における取扱いに関する法律第３条第１項の規定に基づき、周防大島町の特定

の事務を取り扱う郵便局として、沖浦郵便局と白木郵便局を指定することについて、同法同条第

３項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 以上、各案件につきまして、提出議案の概要説明を申し上げましたが、詳しくは提案の都度、

私なり関係参与が御説明いたしますので、何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決賜りますようよ

ろしくお願いいたします。 

 なお、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、町が出資しております一般社団法人東

和ふるさとセンター及び有限会社サザンセトとうわの経営状況を説明する書類として、総会の資

料をＳｉｄｅＢｏｏｋｓに掲載しておりますので、御高覧賜りますようお願い申し上げ、行政報

告及び議案概要の説明を終えさせていただきます。 

○議長（荒川 政義君）  以上で、行政報告並びに提案理由の説明を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．報告第１号 

日程第６．報告第２号 

日程第７．報告第３号 
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日程第８．報告第４号 

○議長（荒川 政義君）  日程第５、報告第１号令和７年度周防大島町一般会計繰越明許費繰越額

の報告についてから、日程第８、報告第４号令和７年度周防大島町下水道事業特別会計予算の繰

越報告について、執行部の報告を求めます。梅木総務部長。 

○総務部長（梅木 義弘君）  報告第１号及び報告第２号について御説明させていただきます。 

 報告第１号令和７年度周防大島町一般会計繰越明許費繰越額の報告について、まず御説明いた

します。 

 去る令和８年第１回定例会におきまして御議決をいただきました令和７年度の繰越明許費につ

きまして、歳出予算を繰り越しましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定に基づき

繰越計算書を調製し、報告するものでございます。 

 一般会計におきまして、繰越限度額４億６,９４６万１,０００円に対しまして、４億

５,７９８万５,０００円を繰り越しております。 

 事業ごとの繰越額及び財源内訳につきましては、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓに掲載しております報告

第１号（一般会計繰越明許費繰越計算書）の２ページと３ページに記載しておりますので、御高

欄いただきますようお願い申し上げます。 

 続きまして報告第２号令和７年度周防大島町一般会計事故繰越し繰越額の報告について、御説

明いたします。 

 本件につきましては、地方自治法施行令第１５０条第３項の規定に基づき報告するものでござ

います。 

 報告第２号（一般会計事故繰越し繰越計算書）の２ページをお願いいたします。 

 事故繰越し繰越計算書により御説明させていただきます。 

 ３款民生費３項生活保護費、生活保護総務一般経費でございます。 

 令和７年度生活保護版レセプト管理システム標準化対応業務におきまして、年度内完了に向け

移行作業を進めてまいりましたが、システム標準化移行作業の過程において、ガバメントクラウ

ド環境への接続方法に変更が生じたことから、移行方針を見直し対応を進めてまいりました。し

かしながら、ガバメントクラウドへの接続に関し、関係システムベンダとの協議や各種調整に不

測の日数を要したことに加え、本システムをネットワークに接続するため、関係するシステムベ

ンダによる新たな作業が必要となったことから、年度内での完了が困難となり、やむを得ず事故

繰越しとなりました。 

 以上が、１事業、３２２万円の事故繰越しについての報告となります。 

 私からは、２件の報告を申し上げました。よろしくお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  大久保産業建設環境部長。 
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○産業建設環境部長（大久保弘史君）  報告第３号令和７年度周防大島町渡船事業特別会計繰越明

許費繰越額の報告について御説明いたします。 

 去る令和８年第１回定例会におきまして御議決いただきました令和７年度の繰越明許費につき

まして、歳出予算を繰り越しましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定に基づき繰

越計算書を調製し、報告するものです。 

 繰越事業につきましては、２ページの繰越計算書に記載のとおり、前島航路及び情島航路運航

経費で、繰越限度額４,３４９万２,０００円に対し、同額の４,３４９万２,０００円を繰り越し

ており、その財源内訳は、地方債３,１８０万円、一般財源１,１６９万２,０００円でございま

す。 

 以上で、報告第３号の報告を終わります。 

○議長（荒川 政義君）  濱中下水道部長。 

○下水道部長（濱中 靖夫君）  報告第４号令和７年度周防大島町下水道事業特別会計予算の繰越

報告につきまして、地方公営企業法第２６条第３項の規定により御報告をいたします。 

 今回の予算繰越計算書は、地方公営企業法第２６条第１項の規定に基づき、令和７年度予算に

定めた建設改良に要する経費の一部及び同法第２６条第２項ただし書の規定に基づき、営業費用

に要する経費の一部をそれぞれ翌年度に繰り越したものでございます。 

 ＳｉｄｅＢｏｏｋｓに掲載させていただいております下水道事業特別会計予算繰越計算書の

３ページに基づき説明させていただきます。 

 まず、上段の表にお示しした建設改良にかかる繰り越しした事業は、特定環境保全公共下水道

事業、農業集落排水施設整備事業及び漁業集落排水施設整備事業で、その繰越額は合計欄に記載

のとおり６億８,０７０万円で、財源内訳は表中の左の財源内訳の欄に記載のとおりでございま

す。 

 次に、下段の表にお示しした営業費用にかかる繰り越しした事業は、公共下水道基本計画設計

策定事業で７１０万円を繰り越し、その財源内訳は表中の左の財源内訳の欄に記載のとおりでご

ざいます。 

 以上で、報告第４号の報告を終わります。 

○議長（荒川 政義君）  以上で、執行部の報告を終了いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．同意第１号 

日程第１０．同意第２号 

日程第１１．同意第３号 

日程第１２．同意第４号 
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日程第１３．同意第５号 

日程第１４．同意第６号 

日程第１５．同意第７号 

日程第１６．同意第８号 

日程第１７．同意第９号 

日程第１８．同意第１０号 

日程第１９．同意第１１号 

日程第２０．同意第１２号 

○議長（荒川 政義君）  日程第９、同意第１号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を

求めることについてから、日程第２０、同意第１２号周防大島町農業委員会の委員の任命につき

同意を求めることについてまでの１２件を一括上程し、これを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  同意第１号から第１２号の周防大島町農業委員会の委員の任命につき同

意を求めることについての補足説明をいたします。 

 本案件は、令和８年７月１９日をもって３年の任期が満了となる本町農業委員会委員に関し、

次の任期の委員を任命することにつきまして、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定に

基づき、議会の同意を求めるものでございます。 

 次の任期の農業委員に関しましては、令和８年１月７日から令和８年２月１２日までを募集期

間として推薦や応募を受け付け、１４名の応募があり、応募のあった１４名を農業委員候補者と

し、令和８年３月２５日に開催した周防大島町農業委員候補者評価委員会において評価が行われ、

全員が農業委員として適任との報告を受けたところです。 

 しかしながら、令和８年５月１１日に１名の候補者から辞退届が提出され、これを受理いたし

ましたので、農業委員候補者が１３名となり、定員１４名に対し１名欠員となるため、現在、追

加募集を実施しているところであります。 

 以上のような農業委員の選任手続きを踏まえ、令和８年７月２０日から３年間を任期とする農

業委員候補者を議案書のとおり提案するものであります。 

 候補者の方々は人格、識見ともに高く、特に認定農業者や農業従事者として長年の経験を有す

るとともに、各地域でそれぞれの立場で御活躍されております。 

 詳細な経歴につきましては、お手元の資料にお示ししてあるとおりでございます。 

 周防大島町農業委員候補者評価委員会の報告を尊重し、１２名の方々を周防大島町農業委員会

委員に任命したいと存じますので、御同意を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりました。 
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 お諮りします。本件は人事案件でありますので、質疑、討論は省略したいと思いますが、御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。 

 それでは、これより１議案ごとに採決を行います。 

 同意第１号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、沖貴美枝氏

の任命について同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、沖貴美枝氏の任命について同意すること

に決定しました。 

 次に、同意第２号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、藤元

敬介氏の任命について同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、藤元敬介氏の任命について同意すること

に決定しました。 

 次に、同意第３号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、安本

貞敏氏の任命について同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、安本貞敏氏の任命について同意すること

に決定しました。 

 次に、同意第４号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、宮本

平氏の任命について同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、宮本平氏の任命について同意することに

決定しました。 

 次に、同意第５号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、沖村

和哉氏の任命について同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、オキモトカズヤ氏の任命について同意す

ることに決定しました。 

 次に、同意第６号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、大内

清香氏の任命について同意することに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、大内清香氏の任命について同意すること

に決定しました。 

 次に、同意第７号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、星出

栄一氏の任命について同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、星出栄一氏の任命について同意すること

に決定しました。 

 次に、同意第８号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、角井

雅之氏の任命について同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、角井雅之氏の任命について同意すること

に決定しました。 

 次に、同意第９号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、木村

潔氏の任命について同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、木村潔氏の任命について同意することに

決定しました。 

 次に、同意第１０号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、小

栁貴史氏の任命について同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、小栁貴史氏の任命について同意すること

に決定しました。 

 次に、同意第１１号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、大

谷正樹氏の任命について同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、大谷正樹氏の任命について同意すること

に決定しました。 

 次に、同意第１２号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて、唐

弓昇平氏の任命について同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、唐弓昇平氏への任命について同意するこ
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とに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．同意第１３号 

○議長（荒川 政義君）  日程第２１、同意第１３号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同

意を求めることについてを議題とします。 

 地方自治法第１１７条の規定により、岡﨑議員の退場を求めるところですが、本日、岡﨑議員

は欠席のため、このまま進めさせていただきます。 

 提出者の説明を求めます。藤本町長。 

○町長（藤本 淨孝君）  同意第１３号の周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求める

ことについての補足説明をいたします。 

 本案件は、同意第１号から第１２号までと同様に、農業委員会等に関する法律第８条第１項の

規定に基づき、農業委員の任命について議会の同意を求めるものでございます。 

 先ほど補足説明をいたしました農業委員の選任手続きを踏まえ、令和８年７月２０日から３年

間を任期とする農業委員候補者を議案書のとおり提案するものであります。 

 候補者の岡﨑裕一氏は人格、識見ともに高く、現在、周防大島町議会議員及び山口県農協青壮

年部で御活躍されております。 

 詳細な経歴につきましては、お手元の資料にお示ししてあるとおりでございます。 

 周防大島町農業委員候補者評価委員会の報告を尊重し、岡﨑裕一氏を周防大島町農業委員会委

員に任命したいと存じますので、御同意を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりました。 

 お諮りします。本件は人事案件でありますので、質疑、討論は省略したいと思いますが、御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。同意第１３号周防大島町農業委員会の委員の任命につき同意を求め

ることについて、岡﨑裕一氏の任命について同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、岡﨑裕一氏の任命について同意すること

に決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．議案第１号 

○議長（荒川 政義君）  日程第２２、議案第１号令和８年度周防大島町一般会計補正予算（第
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１号）を議題とします。 

 補足説明を求めます。梅木総務部長。 

○総務部長（梅木 義弘君）  議案第１号令和８年度周防大島町一般会計補正予算（第１号）につ

きまして補足説明をいたします。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、第１条に定めますとおり、既定の歳入歳出予算の総額に１,３４１万８,０００円

を追加し、予算の総額を１７１億６,３４１万８,０００円とするものでございます。 

 それでは、その概要につきまして、事項別明細書により御説明をいたします。 

 ６ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 １４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金は、生活保護費負担金６９７万

５,０００円の追加補正となっております。生活保護基準引下げ訴訟におけます最高裁判所判決

に基づく生活扶助費の追加給付にかかる国からの負担金でございます。 

 ２項国庫補助金２目民生費国庫補助金１節社会福祉費補助金は、生活困窮者就労準備支援事業

費等補助金５９万４,０００円の追加補正で、先ほど申し上げました国庫負担金と同様、最高裁

判所判決に基づく生活扶助費追加給付にかかる事務費に対する補助金となっております。 

 ３節老人福祉費補助金は、介護保険制度改正に伴うシステム改修にかかる介護保険事業費補助

金２２万５,０００円の追加補正でございます。 

 １５款県支出金２項県補助金４目農林水産業費県補助金は、特産対策事業における地域農業構

造転換支援事業補助金２５７万円の追加補正でございます。 

 １８款繰入金１項基金繰入金１目財政調整基金繰入金は、財政調整基金を２５５万４,０００円

取り崩し、今回の補正予算にかかる財源調整を行うものでございます。 

 ７ページをお願いします。 

 ２０款諸収入４項雑入は、海洋センター管理運営経費におけるＢ＆Ｇ財団活動助成金５０万円

の追加補正でございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 次に歳出になります。 

 ３款民生費１項社会福祉費は、介護保険対策事業で、令和８年８月１日に施行されます介護保

険施設等における居住費または滞在費の負担限度額を引き上げる制度改正に対応するため、介護

保険システム改修費といたしまして、４５万２,０００円を計上いたしております。 

 ３項生活保護費は、生活保護利用者等が国などを相手に提起した生活保護基準引下げ訴訟にお

きまして、これらの引下げは違法であるとの最高裁判所の判決を受け、生活保護利用者に対する
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減額処分が取り消されることとなりましたので、平成２５年８月から平成３０年９月までの減額

分を追加給付するため、生活保護総務一般経費でその事務費５９万５,０００円を、生活保護扶

助費におきまして追加給付額９３０万円を計上するものでございます。 

 ５款農林水産業費１項農業費の特産対策事業は、国が町を通じて、地域の中核となって農地を

引き受ける担い手の経営改善に必要な農業用機械、施設の導入を支援する地域農業構造転換支援

事業でございまして、町内在住認定農業者に対する国庫補助金の配分決定を受け、補助金

２５７万円を計上するものでございます。 

 なお、対象事業費の１０分の３が国庫補助金で、残りの１０分の７を本人が負担する制度であ

りますので、町からの一般財源支出はありません。 

 ９ページをお願いいたします。 

 ９款教育費５項保健体育費は、海洋センター管理運営経費で、夏季期間中の熱中症対策の一環

として、空調備品等の購入を支援する旨の案内が、令和８年４月にＢ＆Ｇ財団よりございました。

これを受け、横見にあります艇庫活動での脱水症状や熱中症等の発生リスクの軽減を図るため、

大型水冷ミスト扇風機、スポットクーラー及び大型クーラーボックスなどの購入費５０万

１,０００円を計上するものでございます。 

 以上が、議案第１号令和８年度周防大島町一般会計補正予算（第１号）についての概要でござ

います。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようお願い申し上げ、補足説明を終わります。

よろしくお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 議案第１号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  補足で詳細を御説明いただければと思いますが、８ページの介護

保険制度改正に伴うシステム改修ということで、施設等における居住費または滞在費の負担限度

額を引き上げるというような説明もありましたけれど、もう少し制度改正の中身について、どう

いう改正なのかというところを御説明ください。 

 ９ページの海洋センターの大型水冷ミスト扇風機といった空調設備をつけられるということで、

その台数やどういった規格のものを何台置くとか、そういったところを少し補足していただけれ

ばと思います。 

○議長（荒川 政義君）  宮崎健康福祉部長。 

○健康福祉部長（宮崎由紀子君）  今回の介護保険制度改正に伴う介護保険システムの改修内容に

ついてですけれども、介護保険法に規定する居住費の負担限度額及び滞在費の負担限度額の一部

を改正するということになっており、令和８年８月１日から施行ということになっております。 
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 介護保険施設やショートステイを利用する際に、保険給付の対象外である食事と居住費につい

て、原則として全額利用者が負担をすることになっておりますが、住民税非課税世帯の方には、

施設利用が困難とならないよう、所得等に応じて自己負担額を軽減する措置を行っております。 

 今回の改正につきましては、この低所得者の所得要件の変更、次に食事、居住費の利用者負担

を所得に応じた負担限度額に設定の見直しを行うこととなっております。 

 利用者負担額ですけれども、段階として第１段階から第４段階に分かれておりまして、負担軽

減の対象となる世帯の全員が町民税非課税である低所得者の方は第１から第３段階にあたります。

今回の改正では、第２段階、第３段階の対象者の所得要件が変更されており、年間８０万

９,０００円のところが８２万６,５００円となります。 

 介護保険施設入所者の負担額は、第３段階の対象者で食費が日額３０円、または日額６０円の

増額、居住費につきましては、同じく第３段階の対象者で日額１００円の増額ということになっ

ております。 

 このあたりにつきましては、町のホームページにも負担限度額認定について掲載をしておりま

すので、法改正の施行にあわせて、内容は更新をしてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  中原教育次長。 

○教育次長（中原 藤雄君）  海洋センター管理運営経費の備品購入費の空調設備の台数等につい

てでございますが、大型水冷ミスト扇風機を５台、スポットクーラーを２台、大型クーラーボッ

クス、これは１２０リットルのものを１台、大型クーラーボックス７５リットルを２台、大型水

冷ミスト扇風機やスポットクーラー等の主要電子機器類の運用にかかる補助備品としまして、

ポータブルインバーター発電機を１台購入する予定としております。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 討論・採決は、今会期中の最終日の本会議といたします。 

 暫時休憩します。 

午前10時25分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時37分再開 

○副議長（尾元  武君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより、地方自治法第１０６条第１項の規定により、副議長の尾元が議長の職務を行います。 
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 先ほど、同意第５号におきまして、沖村和哉氏の農業委員会の委員の任命について、オキモト

カズヤと皆さんにお伝えしておりましたので訂正させていただきます。正しくは沖村和哉でござ

います。よろしくお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２３．議案第２号 

日程第２４．議案第３号 

日程第２５．議案第４号 

○副議長（尾元  武君）  日程第２３、議案第２号専決処分の承認を求めることについて（周防

大島町税条例の一部改正）から、日程第２５、議案第４号専決処分の承認を求めることについて

（周防大島町国民健康保険税条例の一部改正）の３議案を一括上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。山中副町長。 

○副町長（山中 茂雄君）  それでは、議案第２号から第４号までの専決処分の承認を求めること

について、補足説明をいたします。 

 議案第２号から第４号までの３議案は、地方税法等の一部を改正する法律及び地方税法施行令

の一部を改正する政令等が、施行期日を令和８年４月１日として、令和８年３月３１日に公布さ

れたことに伴い、各議案に添付しております専決処分書のとおり処分させていただきましたので、

議会の承認をお願いするものであります。 

 議案第２号は、専決処分の承認を求めることについて（周防大島町税条例の一部改正）につい

てでございます。 

 主な改正点でありますが、１点目といたしましては、軽自動車税環境性能割廃止に伴い、規定

の整備を行うものであります。 

 ２点目といたしましては、劇場や音楽堂等の特別特定建築物におけるバリアフリー改修にかか

る固定資産税の減額措置について、必要な規定の整備を行うものであります。 

 ３点目といたしましては、令和６年能登半島地震にかかる特例措置の延長に伴い、規定の整備

を行うものであります。 

 このほか、法律改正にあわせた改正や条例の項ずれ、字句の整理等、必要な規定の整備を行う

ものであります。 

 それでは、改正内容の詳細につきまして、新旧対照表により御説明をさせていただきます。 

 ３８ページ中段、条例第８０条軽自動車税の納税義務者等から、４３ページ中段、条例第

９１条原動機付自転車及び小型特殊自動車の標識の交付等までなどについてですが、軽自動車税

の環境性能割の廃止等に伴い、軽自動車税の課税区分から環境性能割に関する規定を削り、種別

割の名称の整理など、所要の整備等を行うものであります。 
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 次に、４５ページ中段、附則１０条の２、いわゆるわがまち特例についてであります。 

 脱炭素社会の実現に向け、次世代型太陽電池であるペロブスカイト太陽電池や洋上風力発電設

備等にかかる特例措置の拡充及び適用期間の経過に伴う特例の廃止など、地方税法の一部改正が

行われたことに伴い、本町条例における特例の割合の変更や関係条項の整理など、所要の規定の

整備を行うものであります。 

 次に、４６ページ下段、附則第１０条の３、新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定の適

用を受けようとする者がすべき申告についてですが、劇場や音楽堂などの特別特定建築物におい

て、政府の補助を受け、法令の基準に適合するバリアフリー改修工事を行った家屋に対し、固定

資産税を減額する特例措置について、その申告手続等の規定を整備するものであります。 

 次に、４９ページ下段、附則第１０条の５、令和６年能登半島地震に係る固定資産税の特例の

適用を受けようとする者がすべき申告等についてですが、被災した住宅用地について、依然とし

て住宅として使用できないと町長が認める場合、特例措置をさらに２年間延長し、納税者の負担

軽減を継続するための整備であります。 

 続きまして、議案第３号は、専決処分の承認を求めることについて（アメリカ合衆国軍隊の構

成員等の所有する軽自動車等に対する軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例に関する条例の一部

改正）についてでございます。 

 主な改正点につきましては、軽自動車税の環境性能割の廃止等に伴い、軽自動車税の名称につ

いて規定の整備を行うものであります。 

 続きまして、議案第４号は、専決処分の承認を求めることについて（周防大島町国民健康保険

税条例の一部改正）についてでございます。 

 主な改正点でありますが、１点目といたしましては、国民健康保険税の課税限度額の引上げ及

び子育て支援納付金にかかる課税限度額を設けるもの、２点目といたしましては、低所得者の軽

減措置の対象を拡大するため、５割軽減及び２割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の基準に

ついてそれぞれ引き上げ、さらに、子ども・子育て支援納付金にかかる規定を新たに設けるもの

であります。 

 それでは、改正内容の詳細につきまして、新旧対照表により御説明をさせていただきます。 

 ６７ページ上段、第２条、課税額についてでありますが、第２項の国民健康保険税の基礎課税

額にかかる課税限度額を６６万円から６７万円に、そして、第５項の子ども・子育て支援納付金

課税額にかかる課税限度額について３万円とするものであります。 

 次に、下段、第２３条、国民健康保険税の減額についてでありますが、第２号の５割軽減の対

象となる世帯の軽減判定所得の基準を現行の３０万５,０００円から３１万円に、第３号の２割

軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の基準については、現行の５６万円から５７万円にそれぞ
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れ引き上げるものであります。 

 また、子ども・子育て支援納付金課税額については、従来の軽減規定同様の軽減規定を設け、

さらには１８歳未満、いわゆる高校生世代までの方の均等割について、１０割軽減する規定を設

けるものであります。 

 以上、議案第２号から議案第４号までの専決により処分させていただきました各種税条例の一

部改正につきまして補足説明を申し上げましたが、何とぞ慎重なる御審議のうえ、御承認を賜り

ますようよろしくお願いいたします。 

○副議長（尾元  武君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。質疑は議案ごと

に行います。 

 議案第２号、質疑はありませんか。白鳥議員。 

○議員（７番 白鳥 法子君）  ７番、白鳥です。軽自動車税の環境性能割廃止に伴う改正という

のは、本町の多くの住民に関わる話なのかと思ったのですけれども、ほかのバリアフリー改修が

行われて、劇場や音楽堂に対する特例であるとか、能登半島地域にかかる特例措置の延長である

とか、これが主な部分でしたけれども、ほかに副町長から、わがまち特例の話もありましたけれ

ども、そういったもので本町に具体的に関わる部分というものがあれば教えてください。 

○副議長（尾元  武君）  山根税務課長。 

○税務課長（山根 一夫君）  具体的に関わる部分ということでございますが、先ほど副町長より

話がありましたわがまち特例の件などが、やはり該当となるケースがございます。主にはそうい

ったところではないかと思っております。 

○副議長（尾元  武君）  白鳥議員。 

○議員（７番 白鳥 法子君）  追加で質問ですが、そのわがまち特例の部分が概要説明にもなか

ったもので、聞き漏らしたのかと思いまして、具体的にどういう場合にどういう影響が出るのか、

もう少し詳しく教えてください。 

○副議長（尾元  武君）  山根税務課長。 

○税務課長（山根 一夫君）  わがまち特例に関しましては、災害関係であったり、発電関係であ

ったりが該当になるケースがございます。 

 本町におきましては、水力発電とか風力発電というのは意外とないのですが、太陽光発電に関

しまして該当しているケースがございます。ただ、こちらに関しましては国の補助を受けたもの

ということになりますので、該当しているケースは、今のところ限りなく少ないといったところ

でございます。 

○副議長（尾元  武君）  白鳥議員。 

○議員（７番 白鳥 法子君）  太陽光発電について、国の補助を受けてつくったものが該当にな
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るということで、今のところ限りなく少ないとおっしゃいましたけれども、あるという認識でい

いのですか。 

○副議長（尾元  武君）  山根税務課長。 

○税務課長（山根 一夫君）  現在、該当しているケースはございます。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第４号、質疑はありませんか。白鳥議員。 

○議員（７番 白鳥 法子君）  国民健康保険税の課税限度額が１万円上がるでありますとか、軽

減判定所得の基準金額も少し引き上げられるということですけれども、これによって本町の国保

の財源に、改正前と改正後でどのぐらい国保会計に影響があるのかと、本町の国保に加入されて

いる世帯の中で、これにより変更が生ずる世帯がどのぐらい見込まれるのか教えてください。 

○副議長（尾元  武君）  山根税務課長。 

○税務課長（山根 一夫君）  影響額についてですが、判定基準の変更に伴うものにつきましては、

基本的には所得等が上昇していることに伴う見直しということになりますので、影響は少ないだ

ろうと思っております。 

 限度超過額に関しましては、対象となる世帯が極めて少なく十数世帯というところもありまし

て、こちらも数十万円程度だろうと思っております。 

 また、１８歳未満の均等割について、こちらの１０割軽減に関しましては軽減等が関わります

ので、それを除いた部分についてが、おおよそ１３万円程度ではないかと試算しております。 

 ただ、このたび医療分の引下げ等を行っております。所得割に関しましても引下げを行ってお

り、そちらの影響額が非常に大きくて、今回の条例改正に伴う影響額というのがなかなか分から

ない部分がございます。その関係で、対象となる世帯は、申し訳ありませんが把握できておりま

せん。 

 ただ、そちらの影響額が非常に大きくて、先ほどお話ししました今回の影響額に関しましては、

数十万円程度だろうと思っております。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 
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 これより討論、採決に入ります。 

 議案第２号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 議案第２号専決処分の承認を求めることについて（周防大島町税条例の一部改正）、原案のと

おり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  異議なしと認めます。よって、本案は承認することに決定しました。 

 議案第３号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 議案第３号専決処分の承認を求めることについて（アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する

軽自動車等に対する軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例に関する条例の一部改正）、原案のと

おり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  異議なしと認めます。よって、本案は承認することに決定しました。 

 議案第４号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 議案第４号専決処分の承認を求めることについて（周防大島町国民健康保険税条例の一部改

正）、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  異議なしと認めます。よって、本案は承認することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２６．議案第５号 

日程第２７．議案第６号 

日程第２８．議案第７号 

○副議長（尾元  武君）  日程第２６、議案第５号周防大島町公告式条例等の一部改正について

から、日程第２８、議案第７号周防大島町税条例の一部改正についてまでの３議案を一括上程し、

これを議題とします。 

 補足説明を求めます。山中副町長。 

○副町長（山中 茂雄君）  それでは、議案第５号から第７号つきまして、一括して補足説明をい
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たします。 

 議案第５号は、周防大島町公告式条例等の一部改正についてであります。 

 本議案は、沖浦出張所の業務を令和８年１０月１日より、白木出張所の業務を令和９年４月

１日より、それぞれ沖浦郵便局と白木郵便局に委託することに伴い、各出張所を廃止することと

なるため、関連する条例を一括して改正することについて、地方自治法第９６条第１項第１号の

規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 第１条及び第２条は、周防大島町公告式条例の一部改正で、第１条は、公告式条例第２条第

３項各号に規定された掲示場のうち、第６号の周防大島町沖浦出張所前掲示場を周防大島町沖浦

農村環境改善センター前掲示場に改めるもので、第２条は、公告式条例第２条第３項各号に規定

された掲示場のうち、第１０号の周防大島町白木出張所前掲示場を周防大島町白木多目的共同利

用施設前掲示場に改めるものです。 

 第３条及び第４条は、周防大島町総合支所及び出張所設置条例の一部改正で、総合支所及び出

張所の名称、位置及び所管区域を定めた別表から、第３条では沖浦出張所の項を、第４条では白

木出張所の項を削るものです。 

 第５条及び第６条は、周防大島町防災行政無線放送施設の設置及び管理に関する条例の一部改

正で、第５条では無線放送施設の種別及び設置場所を定めた別表、移動系の表中の沖浦出張所を

沖浦農村環境改善センターに改め、第６条では、同表中の白木出張所を白木多目的共同利用施設

に改めるものです。 

 第７条は、周防大島町農村環境改善センターの設置及び管理に関する条例の一部改正で、農村

環境改善センター内で業務を行う出張所を廃止することに伴い、職員を常駐させることが困難と

なることから、職員必置規定、改善センターに必要な職員を置くとなっている第４条を、できる

規定、改善センターに必要な職員を置くことができるに改めるものです。 

 なお、施行期日につきましては、令和８年１０月１日とするものですが、白木出張所に関連す

る一部改正である第２条、第４条及び第６条の規定は、令和９年４月１日から施行することとし

ております。 

 続きまして、議案第６号は、周防大島町職員の定年等に関する条例の一部改正についてでござ

います。 

 本議案は、令和８年３月２５日公布の周防大島町病院等事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例にて、周防大島町立介護老人保健施設さざなみ苑が廃止されたことから、周防大島町

職員の定年等に関する条例の条文中から当該施設を削ろうとするものでございます。 

 第６条は、管理監督職勤務上限年齢制、いわゆる役職定年制の対象となる管理監督職を定めて

おり、別表（第６条関係）で、特定施設の管理監督職は役職定年の対象から除くものとして指定
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しているものです。 

 別表において、令和８年３月３１日で廃止された周防大島町立介護老人保健施設さざなみ苑を

指定していたため、別表中から削るものでございます。 

 なお、施行日は公布の日からとしております。 

 続きまして、議案第７号は、周防大島町税条例の一部改正についてでございます。 

 本議案は、地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令等の一部を改正する政令等が令

和８年３月３１日に公布されたことに伴い、専決処分をいたしました令和８年４月１日に施行さ

れたもの以外の事項について、周防大島町税条例の一部を改正するものでございます。 

 それでは改正内容につきまして、御説明をさせていただきます。 

 主な改正点の１点目といたしましては、所得税の基礎控除額引上げに伴い、住民税の扶養控除

など、人的控除の適用漏れを防止するため、所要の規定の整備を行うものであります。 

 ２点目といたしましては、優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得

にかかる課税の特例について、適用期限を延長するとともに、災害リスクを抑制する観点から一

部の要件の見直しが行われたことに伴い、規定の整備を行うものであります。 

 ３点目といたしましては、暗号資産にかかる課税方式の抜本的な見直しが行われたことに伴い、

規定の整備を行うものであります。 

 このほか、法律改正にあわせた改正や、条例の項ずれ、字句の整理等、必要な規定の整備を行

うものであります。 

 それでは、改正内容の詳細につきまして、新旧対照表により御説明をさせていただきます。 

 ８６ページ下段、条例第３６条の３の３、個人の町民税に係る公的年金等受給者の扶養親族等

申告書についてでありますが、所得税において源泉徴収の対象外とされる枠が拡大したことに伴

い、住民税の扶養控除等の適用を確実に受けられるよう、所得税の申告義務がない受給者であっ

ても、一定の者は名称や氏名等を申告することとする等の措置を講じるものであります。 

 次に、８９ページ下段、附則第１７条の２、優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場

合の長期譲渡所得に係る町民税の課税の特例につきましては、地すべり防止区域などの災害リス

クが高いエリア内の土地譲渡を特例の対象から除外するなど、防災面を考慮した要件の見直しを

行うものであります。 

 次に、９０ページ中段、附則第１９条の３、特定暗号資産に係る譲渡所得等に係る個人の町民

税の課税の特例についてでありますが、これまで暗号資産の利益は原則として雑所得に区分され、

他の所得と合算して最大５５％の税率が課される累進課税の対象となっておりました。 

 このたびの地方税法の改正により、一定の要件を満たす特定暗号資産の譲渡による所得につい

て、株式等と同様の申告分離課税が適用されることとなったため、必要な規定の整備を行うもの
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であります。 

 以上、議案第５号から議案第７号までの、補足説明を申し上げましたが、何とぞ慎重なる御審

議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○副議長（尾元  武君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。質疑は議案ごと

に行います。 

 議案第５号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  出張所の廃止について補足していただきたいのですが、住民説明

会をされていると思いますけれど、この際に、町はどういう観点から廃止するという説明がされ

たのか、そこを補足で説明してください。 

○副議長（尾元  武君）  辻田統括総合支所長。 

○統括総合支所長（辻田 建一君）  田中議員の質問にお答えいたします。 

 住民説明会につきましては、白木出張所、沖浦出張所とも令和７年１２月に実施をしておりま

す。 

 そのポイントということにつきましては、やはり郵便局を──金融機関が町内になくなってき

ておりますので、金融機関をぜひとも残したいという観点のもと、それではどうしたらよいかと

いうことで、出張所業務を郵便局に委託して、郵便局の存続を図りたいといったことで、利用が

少なくなっております出張所業務を委託し、また、郵便局も業務委託を受けることで存続が図ら

れると、そういった観点等を中心に説明したところでございます。 

 以上です。 

○副議長（尾元  武君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  驚きというか違和感があるのですが、今、町の出張所の議論とい

うか条例改正ということですが、出張所を廃止するという説明会で、郵便局を残したいから出張

所を廃止すると、いや、それは理屈が通らないのではないかと思う。それならば郵便局が説明会

をして、郵便局から町へ支援をしてほしいということでやるのならいいのですが、この出張所を

廃止するということは、町の立場でいえば、それは住民の方にとってサービスの低下につながる

ことはもう明らかですので、そこをどう住民の方に理解してもらうのか。 

 郵便局を残したいから町が機能を移管するというのでは、本末転倒ではないかと思います。こ

ういう話を初めて聞いたが、合理化を図るとか、町の経営面での判断というのならまだ分からな

いでもありませんが、郵便局を残したいから町の機能を廃止するというのは理屈が通らないと思

います。住民説明会で住民の方からはどういった意見というか、それで納得されるという意見だ

ったのかどうなのか、抽象的ではなくて、具体的にどういう意見があったのかというところを御

紹介いただければと思います。 
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○副議長（尾元  武君）  辻田統括総合支所長。 

○統括総合支所長（辻田 建一君）  田中議員の質問にお答えいたします。 

 郵便局の存続ということが主な話ということでございましたが、当然、人口あるいは出張所に

おける収納なり、取扱件数が減っているという状況、また人口等もずっと減っているという状況

もございまして、そういった観点等も当然、総合的に説明をしたというところでございます。 

 そういったことで、順次、出張所の取扱件数あるいはセンターの利用件数、また経費面のこと

も、当然、出張所がなくなった場合の経費、また郵便局に委託した場合の経費といった説明をし

て、そのスケジュール等も説明させていただきました。 

 当然、郵便局の職員の方にも説明会には同席していただきまして、町と一緒に、まちづくりの

ために委託を受けるということも、現状について説明をしていただいたところでございます。 

 また、説明会での意見ということでございますが、自治会長を中心とした説明会を実施させて

いただきました。その際、やはり人口等の数字的なものが減っているということはある程度致し

方ないので、今後のサービスを低下しないようにといった意見がございました。 

 当初は、白木出張所と沖浦出張所を令和８年１０月１日から同時にいこうと予定しておりまし

たが、白木出張所につきましては約半年程度遅らせてもらえないかという意見もございましたの

で、協議して半年ほど遅らせまして、令和９年４月１日からということで、同時ではないのです

が、この２か所についてはそのような説明をしたところでございます。 

 当然、反対というのも少しはあったのですが、おおむねこの委託ということに関しては、同意

を得たものと我々は感じているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（尾元  武君）  山中副町長。 

○副町長（山中 茂雄君）  ただいまの田中議員の御質問への回答に少し補足をさせていただきま

す。 

 まず、住民の方からどういった要望があったかといいますと、郵便局に業務委託するにあたっ

ては、少々駐車場が狭いのではないかというお声もいただきました。そこは郵便局と町でしっか

りと考えたいとお答えしております。 

 あとは鍵です。公民館に人がいなくなるということで、その鍵をどうするのかという御意見も

いただきました。地域にとって何が一番いいのでしょうか、いろいろな選択肢があるということ

もお話しさせていただきました。例えば自治会でお預かりいただくパターンと郵便局で預かるパ

ターンがありますので、それは各地域によって、しっかりと町としても対応していきたいとお答

えしております。 

 住民の方には、その地域が、今後５年、１０年先もしっかりと機能するようなことを、わたく
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しも町長も出席しまして、膝を詰めてしっかりとお話ししたと思っております。よろしくお願い

します。 

○副議長（尾元  武君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  今回の廃止に伴って、郵便局へ移行する機能としては、住民票の

発行や印鑑証明等の発行になると思うのですが、例えば今、出張所で行われている交付だけでは

なくて、その他の一般的な窓口機能は今後どのように補完されていくのか。どういう仕組みで補

完されていこうとしているのか。 

 それと、端的で結構なので、これまでの出張所の経費がこれぐらいの規模で、郵便局に移行す

るとこれぐらいの経費がかかりますというところを補足してください。 

○副議長（尾元  武君）  辻田統括総合支所長。 

○統括総合支所長（辻田 建一君）  田中議員の質問にお答えいたします。 

 最初の質問でございます。そのほかの事務の関係ということでございますが、地方公共団体事

務の郵便局への包括委託に関する周防大島町と日本郵便株式会社との契約書というのを結ぶこと

となっております。現在も結んでいるところですが、その中に、最初に言いました証明書交付事

務、さらに証明書交付事務以外の行政事務ということで約１１件、また、その他の事務というこ

とで２１件──今、当町では２０件になっておりますが、そういった事務を契約により、その事

務について郵便局でやっていただくという内容となっております。 

 また、経費面につきましては、ざっくりという話ではございますが、出張所を運営していく場

合、人件費、電話料金、コピー代等々現状で約３００万円を計上見込みとしております。 

 次に、郵便局に委託した場合はどうなるのかということでございますが、最初の導入経費とし

て約４００万円程度、さらに、先ほど言いました契約での実績等々、また、ランニングコストを

含めますとプラス１００万円、ランニングコストは約１００万円程度かかるのではないかという

ことでございます。 

 そういたしますと、初年度はどうしても最初の導入の経費約４００万円がかかってくるわけで

すが、それ以降につきましては、１００万円ほどの経費──ランニングコストということになり

ますので、二、三年目以降については、だんだんと出張所を継続するよりも郵便局に委託したほ

うが黒字といいますか、最終的にはそのような形でのメリット、そういったものを今、試算して

いるところでございます。 

 以上です。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 
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 議案第６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 以上で、議案第５号周防大島町公告式条例等の一部改正についてから、議案第７号周防大島町

税条例の一部改正についてまでの質疑を終結します。 

 討論・採決は、今会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２９．議案第８号 

○副議長（尾元  武君）  日程第２９、議案第８号動産の買入れについて（令和８年度 周防大

島町立小中学校情報機器端末購入（児童生徒用））を議題とします。 

 補足説明を求めます。山中副町長。 

○副町長（山中 茂雄君）  議案第８号動産の買入れについて（令和８年度 周防大島町立小中学

校情報機器端末購入（児童生徒用））、補足説明をいたします。 

 本議案は、周防大島町立小中学校情報機器端末（児童生徒用）を購入することについて、周防

大島町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議

会の議決をお願いするものであります。 

 第２期ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、令和８年度・令和９年度の２か年で、小中学校の

児童生徒用のＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋを整備する計画としており、令和８年度は中学校生徒用

１９６台を購入するための随意契約を締結しようとするものであります。 

 文部科学省は、第２期ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、原則として都道府県を中心とし

た共同調達等、計画的・効率的な端末整備を推進しており、山口県による共同調達により端末機

種及びその納入業者等を選定することといたしました。 

 去る令和８年４月１５日に山口県政資料館において、公募型プロポーザル方式による共同調達

ＣｈｒｏｍｅＯＳ審査会が行われました。提案を行った業者は２者であり、審査の結果、株式会

社大塚商会 広島支店が共同調達の最優秀提案者として受注候補者に決定いたしました。 

 契約単価は１台あたり５万円で、１９６台分の９８０万円に消費税を加えた１,０７８万円で、

株式会社大塚商会 広島支店と随意契約を締結しようとするものであります。 

 なお、参考までに、納期は令和９年１月２９日までとしております。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 
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○副議長（尾元  武君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 議案第８号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  これは２号随意契約になっていて、よく分からないのですが、今

の御説明では、県の落札業者であるこの相手方と契約するということのようで、契約の相手方、

随意契約の相手方として、町がこの県の落札業者と契約するという何か約束事みたいなものがあ

るのですか。 

○副議長（尾元  武君）  中原教育次長。 

○教育次長（中原 藤雄君）  田中議員の御質問でございますが、この第２期ＧＩＧＡスクール構

想の実現に向けた学習者用コンピューター等の調達でございますが、これは文部科学省のガイド

ラインの中に、端末調達にかかる市町村の事務負担の軽減とか、スケールメリットによる端末、

サービス等の調達、それからランニングコストの軽減、共同調達を通じた端末利活用等にかかる

ノウハウの共有による業務の改善などを目的として、原則として共同調達によることとなってお

ります。 

 本町としましても、山口県との共同調達ということで、県のプロポーザルによりまして業者を

決定していただき、その業者と随意契約で購入をさせていただくということにしております。 

 以上でございます。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  共同調達ということは、県の入札に町も参加して入札を行ってい

るという意味ですか。 

 私は、県の契約とはこれは別件だから議会にあがってきているという認識ですが、共同調達と

いうのは、今、中原教育次長が言われたような意味ではなくて、仮に──県のガイドラインで、

先ほど共同調達が原則みたいなことの説明がありましたけれど、その共同調達の手法が、県が決

めた業者を町が採用して随意契約をするということでいいのかどうなのかをお聞きしているので、

その共同調達の意味というのがどこまでのことを言うのか、もう手法は別々、入札の主体は別々

でも、そこで相手方を固定するというか、共通にするということが共同調達なのか、私はそれは

違うのではないかと思うのですけれど、それでいいのか。 

 契約主体は別々、入札も別々、契約の方法も別々──県は入札をしたけれど町は随意契約をし

たということが共同調達にあたるのかどうなのかというところがよく分からないので、要するに、

町としては、県の入札は県のことですから、でも、共同調達ならそこに町も関与しているのでは

ないかと思うのですが、しているのかしていないのか。していない場合であって、県の相手方を

基に町がこの２号随意契約をするということになれば、そこに何らかの理由がないと、これは合

理性を欠くのではないか。 



- 33 - 

 そこの県の契約相手を町の随意契約の相手方とするということについて、そこに根拠はあるの

かと、大丈夫ですかということをお聞きしたので、そこをもう少し、ガイドラインの共同調達と

いう文言だけではよく分からないので、もう１回御説明をお願いします。 

○副議長（尾元  武君）  中原教育次長。 

○教育次長（中原 藤雄君）  先ほど副町長の説明にございましたように、令和８年４月１５日に

共同調達のＣｈｒｏｍｅＯＳ審査会というのが山口県政資料館で行われております。このときに、

教育委員会からも指導主事が出席をして、一緒に審査に加わっております。 

 ほかにも、共同調達をする市町からはそれぞれ職員が参加し、審査に加わって採点をいたして

おります。その結果、最優秀提案者としての業者が決まっておりますので、各関係する市町も、

この業者決定に関わって決定をしたと理解をしております。 

 以上でございます。 

○副議長（尾元  武君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  要するに、もともとの仕組みの部分の全体の調達の仕様書のよう

なものがあって、それに県と関係市町、共同調達をする市町で構成する導入のための調達の仕様

書があるということでよろしいでしょうか。 

○副議長（尾元  武君）  中原教育次長。 

○教育次長（中原 藤雄君）  共通した仕様書を作成しておりまして、それに基づいてプロポーザ

ルを行っております。 

 以上でございます。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。山根議員。 

○議員（３番 山根 耕治君）  今回、工事または業務名が令和８年度 周防大島町立小中学校情

報機器端末購入となっております。 

 まず、３点ありまして、１点目が、今回購入される情報機器端末はタブレットだと思うのです

けれども、これは何年使用する予定でいらっしゃいますでしょうか。 

 ２点目が、今回、端末購入ということになっておりますけれども、こういう情報機器というの

は、購入したら終わりというものではなくて、設定や使用方法の説明ですとか、そういった業務

が出てくると思います。これは今回の業務の中に含まれておりますでしょうか。 

 ３点目が、端末は、途中でどうしても壊れたり不具合が起きたりすることがあたり前のように

あります。そういったときの保守についてはどのように考えておられますでしょうか。保守契約

を結ぶのでしょうか、それとも、そういった保守について考えていないのか。 

 以上、３点についてお伺いいたします。 

○副議長（尾元  武君）  中原教育次長。 
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○教育次長（中原 藤雄君）  山根議員の御質問でございます。 

 まず、何年使用するかということでございますが、Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋにつきましては、大

体耐用年数が４年と言われております。 

 それから、設定につきましては、今回の購入費用の中に設定費用も含まれております。 

 そして、不具合が起きた場合の対応でございますが、一応、条件としましては５年以上は業者

で対応していただくというのを条件に加えております。 

 以上でございます。 

○副議長（尾元  武君）  山根議員。 

○議員（３番 山根 耕治君）  ありがとうございます。万全に備えておられると思いますので、

ぜひ円滑な運用をお願いしたいと思います。 

 私からは以上です。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。白鳥議員。 

○議員（７番 白鳥 法子君）  町のホームページに、公立学校情報機器整備事業に係る各種計画

が掲載されております。この中を拝見すると、そもそもこの計画をつくったときには、ｉＰａｄ

が前提で書いてあるように見受けられます。現在は全てがｉＰａｄで、これからＣｈｒｏｍｅｂ

ｏｏｋに変更していくのか、既にＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋへの変更が昨年度から始まっていて、そ

の経過途中なのかということを教えていただきたい。 

 それはなぜかというと、混在したときに、指導上、操作のステップが違うであるとか、そうい

うことで混乱がないのかどうなのかが懸念されるので、その点を教えてください。 

○副議長（尾元  武君）  中原教育次長。 

○教育次長（中原 藤雄君）  白鳥議員の御質問でございますが、現在、小中学校で使っているの

は全てｉＰａｄでございます。令和８年度から令和９年度にかけて更新をかけていくわけですが、

この更新については、全てＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋへ替えていく予定でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（尾元  武君）  白鳥議員。 

○議員（７番 白鳥 法子君）  今回２００台ぐらい購入されますけれど、更新するときに、１つ

の学校のものは全部更新することになり、１つの学校でＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋとｉＰａｄが混在

することがないのかどうなのかを確認がしたいです。お願いします。 

○副議長（尾元  武君）  中原教育次長。 

○教育次長（中原 藤雄君）  まず、令和８年度に中学校の生徒用を購入して、令和９年度中学校

については、全てｉＰａｄからＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋに替えてまいります。 

 小学校につきましては、令和９年度に予算要求をさせていただきまして、令和９年度に購入を
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し、令和１０年度から全ての小学校のｉＰａｄをＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋへ替えていく予定として

おりますが、中にはまだ耐用年数の残っているｉＰａｄもございます。そういうものはまだ学校

に残しまして、授業や課外活動等の利用できるところで使用してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（尾元  武君）  白鳥議員。 

○議員（７番 白鳥 法子君）  要するに、１人１台配られるものについては、年度が替わるとき

に全部、生徒の１人１台分は一斉に変更されるということでいいのかどうなのか、ちょっと自信

が持てないので、そこをはっきりとお願いします。ｉＰａｄで耐用年数が残っているものについ

ては、１人１台の端末として使うものではなくて、先生が使ったりであるとか、持ち出して何か

撮影したりとか、そういうオプションとして使うものであって、授業では全員がｉＰａｄ若しく

は全員がＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋということでいいのかどうなのか最後に確認させてください。 

 プラス、先ほどの計画の中では、タイピング技術に差が出てくるので、全てにキーボードをつ

けると書いてございました。これは、今回Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋに機器更新するタイミングで

キーボードがつくものに一斉更新されるのか、現在使っているｉＰａｄには、ついているものも

あればついていないものもあるという認識なのか、それもあわせて教えてください。 

○副議長（尾元  武君）  中原教育次長。 

○教育次長（中原 藤雄君）  令和８年度、令和９年度にＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋを購入させていた

だき、小学生、中学生それぞれ１人１台端末として、全てｉＰａｄからＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋへ

替えていくということでございます。 

 このＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋにつきましては、キーボードがもう標準でついております。現在あ

るｉＰａｄにつきましては、外付けでのキーボードがついているということでございます。 

 先ほども申し上げましたが、耐用年数のあるｉＰａｄにつきましては、このＣｈｒｏｍｅｂｏ

ｏｋを使用する場面以外で、小中学校の授業や課外学習等に利用できるところは利用していきた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。新田議員。 

○議員（９番 新田 健介君）  何点か。まず、タッチペンがつくのかどうかを教えていただきた

いのと、先ほども中原教育次長からありましたけれども、今回の端末は、中学生に対してＣｈｒ

ｏｍｅｂｏｏｋになることは私は個人的にはいいなと思っているのですが、それはそれでいいと

して、次年度になるので今回にはあまり関わりはないのですけれども、数年前に四、五百万円か

けて６０台ぐらい新しくｉＰａｄを入れていらっしゃると思う。その扱いについて、もう１度確

認させてください。 
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○副議長（尾元  武君）  中原教育次長。 

○教育次長（中原 藤雄君）  新田議員の御質問でございます。 

 タッチペンについては、このＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋについております。 

 これまで購入したｉＰａｄについてでございますが、現在、使用可能なｉＰａｄにつきまして

は６６４台ほどございます。そのうち耐用年数が経過しているものや、故障しているものを除く

と２４５台となっております。耐用年数が経過しても使用しているｉＰａｄもございます。 

 ですから、このたび令和８年度から令和９年度にかけての２か年でこのｉＰａｄを切替えて、

Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋを購入していこうと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（尾元  武君）  新田議員。 

○議員（９番 新田 健介君）  ありがとうございます。 

 中学校とかに行って、以前よりも本当にこういう機器を使う頻度が上がってきているというの

は実感をしております。ただ、中学生に聞いたところ、何かもうバッテリーが大分弱くなってい

て、１時間使ったらもう使えないという状態もあるようなので、早めに対応いただいて、うまく

替えていただけたらと思います。ありがとうございます。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 討論・採決は、今会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３０．議案第９号 

○副議長（尾元  武君）  日程第３０、議案第９号周防大島町 防災行政無線（同報系）第３期

再整備工事の請負契約の締結についてを議題とします。 

 補足説明を求めます。山中副町長。 

○副町長（山中 茂雄君）  議案第９号周防大島町 防災行政無線（同報系）第３期再整備工事の

請負契約の締結について、補足説明をいたします。 

 本件は、周防大島町防災行政無線（同報系）第３期再整備工事の請負契約の締結について、地

方自治法第９６条第１項第５号及び周防大島町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例第２条の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 周防大島町防災行政無線（同報系）再整備工事につきましては、令和５年度から令和９年度ま

での５か年計画で更新工事を行う予定で工事に着手しております。 

 令和５年度に条件付一般競争入札を行い、パナソニックコネクト株式会社現場ソリューション
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カンパニー西日本社と契約し、久賀庁舎の親局設備、大島庁舎・東和庁舎・橘庁舎・柳井地区広

域消防本部の遠隔制御設備、嵩山・文珠山の中継設備、町内４か所の再送信子局設備等の基幹と

なる通信設備の更新を行っております。 

 周防大島町防災行政無線は、全てのシステムが円滑に連動して機能することが前提となる防災

設備であり、不具合が生じた場合でも迅速に対応し、運用に支障を生じさせないことが求められ

るため、令和６年度から令和７年度にかけての周防大島町防災行政無線（同報系）第２期再整備

工事におきましては、令和５年度の工事請負業者でありますパナソニックコネクト株式会社現場

ソリューションカンパニー西日本社と、随意契約により工事を実施しております。 

 令和８年度から令和９年度にかけて実施予定の周防大島町防災行政無線（同報系）第３期再整

備工事は、屋外拡声子局６０局を更新するものであり、これまで更新を行ってきた設備と同様に、

全てのシステムと円滑に連動する必要があることから、第２期再整備工事と同様に、パナソニッ

クコネクト株式会社現場ソリューションカンパニー西日本社と、随意契約により工事を実施しよ

うとするものでございます。 

 また、先行きが不透明なイラン情勢による物流への影響から納期の遅れが発生する恐れがあり、

単年度では工期内に工事を完成させることが困難となることが予想されることや、部材の価格高

騰に対し少しでも工事費を圧縮するため、令和８年度から令和９年度にかけての工事を一括発注

するもので、４億９,２００万円に消費税を加えた５億４,１２０万円で工事請負契約を締結しよ

うとするものでございます。 

 なお、参考までに、工事の完成期日は令和１０年３月２０日を予定しております。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○副議長（尾元  武君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 議案第９号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  令和５年度からの全体の事業計画費、事業費です。それを教えて

いただきたいのと、令和５年度に１者入札で契約されているのですが、今回、前回もですけれど、

随意契約理由が、令和５年度の業者でないとできないという理由が書かれておりますけれど、そ

うであれば、この令和５年度の１者入札の段階でもっと慎重な対応が必要だったのではないかと

思っております。 

 例えば業者が何らかの理由で撤退しなければいけないということになったときに、この業者で

ないとできないということは、今のシステムは一切使えないということになるのか、そのような

汎用性がないというか、ほかでは代替できないようなシステムにすること自体が、何か合理性が

ないのではないかと思いますけれど、そこはどのように担保を取られているのか。 

 単に令和５年度に契約しているから、その業者でないとできないからということで、この随意
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契約の理由をあてはめるというのは少し乱暴過ぎるような気もするのですが、その辺の裏付けと

いうか──この業者でないと本当にできないのかどうなのか。絶対的にこの業者でないとできな

い内容なのかどうなのかというところを、分かるように説明していただきたいと思います。 

○副議長（尾元  武君）  堀脇政策企画課長。 

○政策企画課長（堀脇 国輝君）  田中議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、令和５年度からの総事業費についてでございますが、今、数字の手持ちがございません

ので、後ほど調べてお知らせさせていただければと思います。 

 それから、令和５年度の一般競争入札の際に、１者だけの入札ということで、このパナソニッ

クコネクト株式会社現場ソリューションカンパニー西日本社ということになったわけでございま

すが、その際に、慎重に業者の選定をしておくべきだったのではないかということですが、その

システムの連動性を担保するには、仮に別の行政無線の施工ができる業者が入っておったとして

も、そこが令和５年度に入札していた場合は、そこが継続して随意契約──施工を継続していか

ざるを得ないのではないかと思います。 

 やはりシステムの継続性という面で、それが一番重要なことですので、どこの業者が令和５年

度に入っておったとしても、例えば、仮に別のＢ社が落札しておったとしたら、そのＢ社にその

後の工事も頼むことになっていたと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（尾元  武君）  暫時休憩します。 

午前11時50分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後０時00分再開 

○副議長（尾元  武君）  休憩前に引き続き会議を開きます。堀脇政策企画課長。 

○政策企画課長（堀脇 国輝君）  先ほどの田中議員からの令和５年度から令和９年度までの防災

行政無線の整備事業にかかるトータルの事業費に関してでございますが、令和５年度から令和

９年度までで１３億３,９９１万６,０００円となっております。 

 以上でございます。 

○副議長（尾元  武君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  どこが入札しても契約業者と契約するようになるのだというよう

な説明が先ほどありましたけれど、いや、私が言いたいのはそういうことではなくて、令和５年

度に契約した１者入札で契約した業者と、単純にこの２号随意契約を使って契約することに妥当

性があるのですかということをお聞きした。 

 もともとメーカーが直接工事を施工するわけではないものですし、それならば、メーカーをな
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ぜそのメーカーにしたのかというところまで遡らないといけない話ですけれど、今、今年のこの

契約の話なので、そこは置いておいたとしても、そのメーカーの工事を扱える業者というのは、

この１社だけではないはずです。 

 そこを令和５年度の時は１者入札でそれを契約相手として認めていると、その後に令和５年度

に契約した業者だからこの２号随意契約理由を使って、随意契約するということが妥当ですかと

いうことをお聞きしているので、そこが妥当ですという御説明があれば、それをお答えください。 

○副議長（尾元  武君）  堀脇政策企画課長。 

○政策企画課長（堀脇 国輝君）  令和５年度からパナソニックのメーカーの製品を使って設備の

施工をしているわけですが、この設備に関しては、現在施工をしておりますパナソニックの業者

しか、施工はできないと考えております。 

 一番重要なのは、設備自体が円滑に連動して、中心的な設備である親局とか中継局、それから

屋外拡声子局や様々な通信設備で構成されておるところですけれども、それぞれ全てがパナソニ

ック製品で構成されておりますので、パナソニックというメーカーでの施工でしか施工ができな

いと考えております。 

 以上です。 

○副議長（尾元  武君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  今の説明だと、今回の契約の相手方はこの会社しか周防大島町の

防災行政無線は扱えない、日本全国どこを探してもこの会社１社しかないということでよろしい

のかどうなのか。そこをお答えください。 

 次に、予定価格、この契約額が９９％という金額になっていますが、予定価格の算定方法と、

やはりこれだけ高い、入札ではありませんが、落札率になっている。そこはどのように効率性が

図られたということを裏付ける根拠があるのか。要するに、業者の言い値ではありませんという

ことを説明できる何か資料というか、裏付けがあれば御説明いただきたいと思います。 

○副議長（尾元  武君）  梅木総務部長。 

○総務部長（梅木 義弘君）  私からは、今、議案に上げております業者のところの御質問に対し

まして、少しお答えさせていただきたいと思います。 

 田中議員がおっしゃるとおり、パナソニック製の機器を取り扱える業者というのは、確かにほ

かにもあろうかとは思いますが、工事を行ううえで、令和５年度から順次行ってきた工事を円滑

に、かつ滞りなく進ませ、全てが連動するためにはやはり、同一の業者でやるほうが経済的であ

り効率的であるというところの観点もありますので、今回はこの業者でなければできないという

判断をさせていただいたというところで、御理解をいただけたらと思っております。 

 それから、予定価格につきましては、また担当課長から御説明させていただきます。 
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○副議長（尾元  武君）  堀脇政策企画課長。 

○政策企画課長（堀脇 国輝君）  予定価格については、令和７年度周防大島町防災行政無線（同

報系）第２期再整備工事の仕様の中に次期の設計業務というのが入っておりましたので、監理業

務をしております業者に令和７年度に設計をしていただいて、その設計書の金額を基に予定価格

を算定しております。 

 以上でございます。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 討論・採決は、今会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３１．議案第１０号 

○副議長（尾元  武君）  日程第３１、議案第１０号令和８年度 周防大島町総合体育館改修工

事（設備工事）の請負契約の締結についてを議題とします。 

 補足説明を求めます。山中副町長。 

○副町長（山中 茂雄君）  議案第１０号令和８年度 周防大島町総合体育館改修工事（設備工

事）の請負契約の締結について、補足説明をいたします。 

 本件は、工事請負契約の締結について、地方自治法第９６条第１項第５号及び周防大島町議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき、議会の議決

を求めるものであります。 

 令和８年４月２８日に９者による指名競争入札を行った結果、周防大島町大字和田１０６３─

１の有限会社フジナカデンキが６,５００万円で落札いたしました。その落札価格に消費税を加

えた７,１５０万円で工事請負契約を締結しようとするものでございます。 

 工事の概要といたしましては、周防大島町総合体育館の照明器具のＬＥＤ化、音響設備及び空

調・給水設備等の改修工事であります。 

 なお、工事の完成期日は、令和９年３月３０日を予定しております。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○副議長（尾元  武君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 議案第１０号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  教育委員会の所管でもありますが、これ工事の監理、町の監理体

制はどのようにされるのか。そこを具体的にお答えください。 

 それと、議案説明資料の１９ページ凡例のところにホオーンピーカというのがあるのですが、
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これはスピーカーということですか。どういうものなのか御説明をお願いします。 

○副議長（尾元  武君）  小泉社会教育課長。 

○社会教育課長（小泉 周三君）  お答えいたします。 

 体育館の設備工事に関しまして、今年度の工事の監理につきましては、今後、工事監理の業者

が決まっておりますので、工事監理のコンサルタント会社と町の担当が加わって工事監理をして

いく予定としております。 

 今、御質問にありました議案説明資料１９ページのホオーンピーカにつきましては、スピー

カーではありますが、アリーナ内に設置する大型の４つのスピーカー以外で、外部並びに内部で

拡声器の役割をするスピーカーと伺っております。 

 以上です。 

○副議長（尾元  武君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  ホオーンピーカというのは正式名称で間違いないということでよ

ろしいということか。 

 それから、私がお聞きしたのは町の担当のことで、業者に、コンサルタント会社へ工事監理を

委託しているというのはそうなのでしょうし、それで大丈夫なのでしょうけれど、ただ、従前の

ような例もありますので、やはり肝腎なのは町の担当というか、町の体制、監督、監理の体制だ

と思う。監理業者にもきちんと仕事、業務を履行してもらえるように町が監督しなければいけな

い。そこの体制をどのように、これまでと同じなのか。担当者１人に任せるのか。それともこれ

までとは違う何か工夫がされるのかというところを、もしあれば教えていただきたいと思います。 

 もう１点、ＬＥＤはいいのですが、空調と音響工事はどういう目的で今回改修されるのか。目

的というか、例えば老朽化とか、そういったことで改修が必要だと判断したのかというところと、

工事費がどれぐらいの割合になるのかを御答弁お願いします。 

○副議長（尾元  武君）  小泉社会教育課長。 

○社会教育課長（小泉 周三君）  お答えいたします。 

 先ほどの質問の続きで、監理業務につきましては、田中議員のおっしゃるとおり、コンサルタ

ント会社と協力して町の担当がつくわけですが、これまでの社会教育課の工事監理につきまして

は、いろいろ問題があったことは重々承知しておりまして、令和８年度の町の職員体制につきま

しては、教育次長なり課長のわたくしなり、このたび人事異動によりまして、工事に関係する職

員が異動してまいっております。その担当を従事させることに加えて、令和８年度から工事に御

経験がある会計年度任用職員の方を採用して、その方にも相談をして進めるような体制づくりに

今年度から改めております。 

 続きの質問で、空調と音響につきましては、空調設備は、現在、不具合がある会議室並びに救
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護室、この２室を改修する設計で予算を取っております。音響につきましては、令和６年度に行

いました事前調査の結果から、昨年度実施設計を行いました中に、追加業務として音響の詳細調

査を行っております。その中で、アリーナ内でスピーカーから出る音声、マイクを通しての音声

と、ＣＤ等音楽を流したときの音が非常に聞き取りにくいという調査結果が出ておりますので、

アリーナ内の音響設備を重点的に改修することに加え、築２９年を経過しておりますので、全て

のスピーカー設備の更新をすることとしております。 

 最後の質問、工事の設計に対する割合で申し上げますと、電灯設備、ＬＥＤの更新にかかる費

用が全体の額の約５５％を占めております。次に大きいのは蓄電池直流電源装置と申しまして、

停電時に非常灯の照明なり誘導灯をバックアップする施設を更新いたしますので、こちらが

２７％で金額が大きくなっております。 

 今回は設備工事として工事を発注しておる関係で、電気設備──先ほどのＬＥＤと蓄電池等を

加えたものだけで９６％の予算を占めておりまして、空調設備やトイレ改修につきましては、機

械工事として約４％、３.９％の予算の割合となっているところです。 

 以上です。 

○副議長（尾元  武君）  暫時休憩します。 

午後０時19分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後０時22分再開 

○副議長（尾元  武君）  休憩前に引き続き会議を開きます。中原教育次長。 

○教育次長（中原 藤雄君）  田中議員から御質問のございました議案説明資料１９ページのホ

オーンピーカと図面の中で記載をされております。これにつきましては、もしかしたらホーンス

ピーカーである可能性もありますので、設計業者へ確認を取りまして、もしこのまま間違いがな

ければ、このままにさせていただきたいと思いますが、もし間違っておりましたら、ＳｉｄｅＢ

ｏｏｋｓに掲載しておりますこの資料を訂正させていただきたいと思っております。よろしくお

願いいたします。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。白鳥議員。 

○議員（７番 白鳥 法子君）  ＬＥＤ照明について御質問いたします。 

 今回、設計はもう済んでいる話ですのでお伺いするのですが、ＬＥＤに変わるということは、

恐らくとても明るいものに変わるということで、これまでの設置箇所よりも電気の照明の数が減

るという認識でいいのかどうなのかと、これだけ全館のＬＥＤ化を進めると、かなり省エネにな

るかと思うのですけれども、更新による省エネ効果というものを計算されていたら教えてくださ

い。 
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○副議長（尾元  武君）  小泉社会教育課長。 

○社会教育課長（小泉 周三君）  お答えいたします。 

 ＬＥＤの設計段階の協議において、照明器具の照度とデザインにつきましては、既存と同種同

類を基本といたしました。したがいまして、照度計算を行った後に明る過ぎる場所につきまして

は、照明計画、照度の調整によりまして器具の配置を行い、光束──「光」の「束」ですが──

の数値を決定しております。したがいまして、今回の設計、アリーナにつきましても、ホールや

会議室につきましても、照明器具の数は変更なしで、あるところのものを更新して設置するとい

う形を取っております。 

 明る過ぎるところにつきましては、照度調整によりまして、明る過ぎないような照度テストを

行う形で進めていく予定にしております。 

 省エネの効果の実数値といいますか、そういったものを今、手持ちで持っておりませんので、

また改めて回答させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 討論・採決は、今会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３２．議案第１１号 

○副議長（尾元  武君）  日程第３２、議案第１１号周防大島町の特定の事務を取り扱う郵便局

の指定についてを議題とします。 

 補足説明を求めます。山中副町長。 

○副町長（山中 茂雄君）  議案第１１号周防大島町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定につい

て、補足説明をいたします。 

 本議案は、地方公共団体の特定の事務の郵便局における取扱いに関する法律第３条第１項の規

定に基づき、本町の特定の事務を取り扱う郵便局を指定することについて、同法同条第３項の規

定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 まず、指定する郵便局は、周防大島町大字戸田１９１９番地３に所在する沖浦郵便局と、周防

大島町大字外入２０８１番地１２に所在する白木郵便局です。 

 次に、これらの郵便局で取り扱う特定の事務は、令和６年１２月の第４回定例会で御議決いた

だいた和田郵便局と同様の５つの事務としています。 

 １つ目は、戸籍法に基づく戸籍、除籍の謄本及び抄本並びに戸籍に記載した事項に関する証明。 

 ２つ目は、地方税の規定に基づく納税証明。 
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 ３つ目は、住民基本台帳法に基づく住民票の写し、若しくは住民票記載事項証明、または除票

の写し、若しくは除票記載事項証明。 

 ４つ目は、住民基本台帳法に基づく戸籍の附票の写し、または戸籍の附票の除票の写し。 

 ５つ目は、町長が作成する印鑑に関する証明。 

 以上の証明書等の請求の受付及び請求にかかる証明書等の引渡しを行うものでございます。 

 なお、取扱期間ですが、沖浦郵便局は令和８年１０月１日から令和９年３月３１日まで、白木

郵便局は令和９年４月１日から令和１０年３月３１日までとし、満了３か月前に廃止する旨の意

思表示をしない場合は１年間延長することとし、以後も同様とするものであります。 

 何とぞ慎重なる御審議のうえ、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○副議長（尾元  武君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 議案第１１号、質疑はありませんか。田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  先ほどの議案５号でもお聞きしたのですが、きちんと御答弁いた

だいていないので──要するに、この今の５つの業務に限定されるのか。それともそれ以外

の──先ほどの議案第５号の説明では、郵便局と包括協定をして行政事務も含まれているという

御説明だったと思うのですが、今ある出張所の機能と、今度郵便局で扱われる機能が全く同一な

のか。それとも、このたびの移行で、どこがどのように移行され、どこが移行されないのか。そ

こを説明してほしかったので、この事務だけだと不十分かと思うのですけれど、その辺の補足を

お願いします。 

○副議長（尾元  武君）  辻田統括総合支所長。 

○統括総合支所長（辻田 建一君）  田中議員の質問にお答えいたします。 

 まず、取扱いの事務ということですが、今、副町長が説明いたしましたように、特定の事務と

いうのは法的に決まっておりますので、５つの内容となっております。 

 それ以外につきましては、町と郵便局の間で結ぶということでございまして、先ほど議案第

５号のところで証明書交付事務以外の行政事務ということで、２０項目等々と言いましたが、こ

の内容につきましては、国保の異動事務、受付業務、介護保険の関係のこと等、そういったもの

が含まれるところでございます。 

 当然、今、出張所で行っている業務がほぼほぼ移行ということではございますが、やはりその

契約の内容によっては、多少、郵便局ではできない業務も当然出てくるところでございます。そ

の辺につきましては、総合支所でしていただくということを説明することになろうかと思います。

全部ということはなかなかできないのですが、契約によりまして内容を詰めていくこととしてお

ります。 

 以上です。 
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○副議長（尾元  武君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  移行できない業務というのは、どういうものがあるのですか。 

○副議長（尾元  武君）  辻田統括総合支所長。 

○統括総合支所長（辻田 建一君）  田中議員の質問にお答えいたします。 

 移行できない業務についてですが、印鑑登録の申請、要は印鑑登録の証明書を発行するための

受付業務、あるいは戸籍の届出ということで、出生、婚姻、死亡届等の届出、あるいは死亡後の

手続は、出張所ではできる体制でございますが、今のところは契約していないというところで、

郵便局ではできないものとなります。事務の内容については以上でございます。 

○副議長（尾元  武君）  梅木総務部長。 

○総務部長（梅木 義弘君）  今、辻田統括総合支所長が冒頭で言いました印鑑証明書を請求する

業務ではなくて、印鑑を登録する業務が郵便局ではできないということで、証明する業務自体は

できますので、そこを訂正させていただきます。 

○副議長（尾元  武君）  田中議員。 

○議員（８番 田中 豊文君）  印鑑登録なども、やはり本人が行かないとできない。行かなくて

もできる方法はあるのでしょうけれど、なかなか時間もかかるし、そこら辺を今後どうしていく

のか。郵便局では受け付けられないから、総合支所に行ってくれというのか。それとも何らかの

方法で、今後そういった住民サービスが受けられるような代替施策を考えておられるのかどうな

のか。その辺を御答弁お願いします。 

○副議長（尾元  武君）  辻田統括総合支所長。 

○統括総合支所長（辻田 建一君）  田中議員の質問にお答えいたします。 

 今はできない業務でございますが、当然、郵便局との協議ということで今後も進んでいくこと

になりますが、今の段階においては、なかなかそれをということは難しいところでございますが、

今後、検討課題かと思いますので、今後につきましては、協議をしながら進めていく予定でござ

います。 

 以上です。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。吉村議員。 

○議員（１０番 吉村  忍君）  沖浦郵便局と白木郵便局、当初の計画では同時に令和８年

１０月からという話だったと思うのですけれども、白木郵便局だけ半年延びてしまったと先ほど

の議案の中でも少し説明があったかと思うのですが、改めてこの理由の説明をお願いいたします。 

○副議長（尾元  武君）  辻田統括総合支所長。 

○統括総合支所長（辻田 建一君）  吉村議員の質問にお答えいたします。 

 議案第５号のところでも説明をいたしました。当初は、白木郵便局、沖浦郵便局とも令和８年
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１０月１日からということで、町としては予定をしておりました。 

 沖浦出張所につきましては地元説明会を行いましたが、特にそういった時期等の異論はござい

ませんでしたので、令和８年１０月１日からということでございます。 

 また、白木出張所につきましては、沖浦出張所と違いまして、委託への反対意見が少しありま

した。そういったことは説明会を開く前もあったわけですが、説明会を行ったときも、やはりそ

ういった意見が出ました。自治会への説明会のときには自治会長から、半年程度延ばしていただ

けないかという意見もございましたので、検討して、半年後ということにさせていただきました。 

 同時ではない理由と──私もやはり同時がいいのか、同時ではなくてもいいのか、どうするの

がいいのかを検討したところではあるのですが、同時ではない理由といたしましては、まずは沖

浦地区なり白木地区の地元の意見を尊重したということ。 

 沖浦出張所を先に移行ということで今、議論をしているところですが、和田出張所の時と違い

まして、沖浦出張所は貸館業務があるということで、初めて、貸館業務を継続して沖浦農村環境

改善センターを使うので、先行して貸館業務を行って次への課題なりを見つけていきたいという

こと。 

 沖浦出張所は大島地区で、やはり中心ということで大島総合支所にはたくさん人が来ますので、

年度終わり、年度当初から移行となりますと、出張所業務を郵便局が対応できないということも

考えまして、大島地区である沖浦出張所を先に予定どおり沖浦郵便局に移行して、白木郵便局へ

の移行については、御意見を取り入れて翌年の令和９年４月１日からの移行ということでござい

ます。 

 何よりも地元の白木地区なり沖浦地区の方の御理解がとても大切で、進んでいることに感謝し

ているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（尾元  武君）  吉村議員。 

○議員（１０番 吉村  忍君）  地域の要望によって半年ほど遅らせるという話でございますけ

れども、私も白木出張所の説明会には傍聴に行きました。そのときの私の記憶ですけれども、

１年程度は先送りしていただけないかという声は確かにありましたけれども、令和９年度当初か

らという声もありました。その御答弁で、年度当初となると人事異動等の関係で難しいという御

答弁もされていたかと思いますけれども、その説明会の後に、そういった自治会連合会等々の合

意形成がなされて、半年遅れるということになったのかをお伺いします。 

○副議長（尾元  武君）  辻田統括総合支所長。 

○統括総合支所長（辻田 建一君）  吉村議員の質問にお答えいたします。 

 地元の合意形成ということでございます。令和７年１２月に、白木出張所と沖浦出張所の説明
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会を自治会長を対象──白木出張所の説明会につきましては副会長もということで、全員呼ぶと

いうのもなかなか難しゅうございましたので、自治会長なり役員を対象とした説明会を実施した

ところでございます。 

 特に沖浦出張所については意見もございませんでしたので、そのままということで、白木出張

所の説明会のその後につきましては特段自治会連合会等々との合意形成等は行っておりませんが、

その後何らかの御意見もございませんでしたので、一応、おおむねの同意をいただいたというこ

とで進んでいるところでございます。 

 以上です。 

○副議長（尾元  武君）  山中副町長。 

○副町長（山中 茂雄君）  ただいまの御質問に対する回答の修正でございますけれども、まず町

長とわたくしも出席させていただき、白木地区の皆さんとお話しいたしまして、強いお声があっ

たのは、反対というよりも、今のこのスケジュールでいくのは少し期間が短いというお声をいた

だいたと認識しております。決して反対ではなかったと認識しております。 

 地域の方から強いお声をいただいたのは、半年間延ばしていただきたい。今のスケジュールよ

りも半年間延ばしていただければ期間的にはいいのではないか、方向性については、皆さん致し

方ないというお声だったと思います。 

 我々といたしましても、やはり人口減少が進んでおり、各種事務の取扱い減少、そして、町の

施設の集約、統合化は図っていかなければいけないという強い思いも御説明させていただいてお

ります。そして、金融機関も経営が非常に厳しい、郵便局も民営化されて非常に厳しいと聞いて

おりますので、そういったことも御説明させていただきまして、当該地域におきましては、郵便

局へ行政事務を委託させていただいて、郵便局の存続を図りながら、町の施設も効率化を図って

いくということが最もふさわしいということを御説明させていただきまして、御賛同を得たとい

うことを認識しております。よろしくお願いします。 

○副議長（尾元  武君）  吉村議員。 

○議員（１０番 吉村  忍君）  確かに反対の声ではなしに、不満の声が多かったのではないか

と感じています。要は説明が足りていない、理解をしてもらおうとする説明ではなかったのでは

ないかという感じを受けました。 

 要は、ただ単純に出張所の業務を郵便局に移すということだけなのに、白木出張所が白木地区

からなくなることへの不満の声、ぽっとこの話が湧いてすぐ、１年後ぐらいになくなるというこ

とへの不満だったのではないかと思いますので、今後、ほかの地域でもこういったことがあるか

と思いますので、説明をもう少し早くして、理解を得られるような説明の仕方をしないといけな

いのではないかと思いますけれども、その点を副町長はいかがお考えでしょうか、最後にお答え



- 48 - 

ください。 

○副議長（尾元  武君）  山中副町長。 

○副町長（山中 茂雄君）  ただいまの御質問に関しましては、非常に我々も事前の説明、しっか

りとした住民の方への説明が必要だということは痛感しております。 

 １回御説明して皆様の御理解が得られない場合はもっと何回もやる。そして、なるべく早めに

住民の皆様方には我々の非常に切なる思い、町の行財政も非常に厳しく、集約・統合も必要だと

いう、ただ、地域は大切にしていきたいと御説明して、どうすれば地域が活力を維持できると言

いましょうか、しっかりと残していけるのかというのを住民の皆様となるべく早めに協議してい

きたいと思います。よろしくお願いします。 

○副議長（尾元  武君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（尾元  武君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 討論・採決は、今会期中の最終日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

○副議長（尾元  武君）  以上で、本日の日程は全部議了しました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 次の会議は、６月２４日水曜日、午前９時３０分から開きます。 

○事務局長（岡原 伸二君）  御起立願います。一同、礼。 

午後０時47分散会 

────────────────────────────── 


